
２００８年    ９月 ５日（金）           三 島 市 民 新 聞 （復 刊）          復刊  第 １６号 （１面） 
                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

 
 

                                                     

                                                      

                                                      

                                                      

                                                      

   

で
、「
イ
ラ
ク
派
兵
違
憲
判
決

と
派
兵
恒
久
法
」
と
題
し
て
、

イ
ラ
ク
派
兵
訴
訟
の
弁
護
団

の
一
員
で
あ
る
川
口
創
弁
護

士
を
招
い
て
の
講
演
会
が
行

な
わ
れ
た
。
三
島
か
ら
も
何

人
か
が
参
加
し
、
改
め
て
こ

の
判
決
の
画
期
的
意
味
合
い

を
知
っ
た
。 

去
る
四
月
十
七
日
、
名
古

屋
高
等
裁
判
所
は
、
イ
ラ
ク

派
兵
訴
訟
の
控
訴
審
判
決
を

言
い
渡
し
、「
イ
ラ
ク
へ
の
自

衛
隊
派
遣
は
憲
法
違
反
」
と

の
判
断
を
示
し
た
。 

 

判
決
は
「
①
本
件
訴
訟
を

い
ず
れ
も
棄
却
。
②
控
訴
費

用
は
控
訴
人
ら
の
負
担
」
と
、

控
訴
し
た
市
民
側
の
敗
訴
の 

 

主
張 

去
る
八
月
二

十
三
日
、
沼
津

文
化
セ
ン
タ
ー 

体
裁
を
と
り
な
が
ら
、「
政
府

と
同
じ
憲
法
解
釈
に
立
ち
、

イ
ラ
ク
特
措
法
を
仮
に
合
憲

と
し
た
場
合
」
で
も
、
空
自

の
イ
ラ
ク
で
の
空
輸
活
動
は 

戦
争
の
一
端
を
担
っ
て
お

り
、
か
つ
イ
ラ
ク
は
戦
場
で

あ
る
か
ら
、
自
衛
隊
は
戦
争 

    

を
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
、

と
し
て
「
派
兵
は
憲
法
違
」

と
の
判
断
を
し
た
の
で
あ

る
。 

 

ま
た
平
和
的
生
存
権
を
基

底
的
権
利
と
し
て
憲
法
上
の

法
的
な
権
利
と
し
て
認
め
た

点
な
ど
、
実
質
は
控
訴
し
た

市
民
側
の
全
面
勝
訴
だ
っ

た
。 

 

 

社
会
保
険
庁
の
廃
止
に
伴
い
、
そ
の
受
け
皿
と
し
て
、
今
年
一
〇
月
、
公
法
人
で
あ
る
全
国
健

康
保
険
協
会
が
設
立
さ
れ
る
。
そ
の
結
果
、
九
月
三
〇
日
を
も
っ
て
各
地
の
社
会
保
険
病
院
等
は
、

設
置
基
盤
を
失
う
た
め
、
当
面
、
独
立
行
政
法
人
の
年
金
・
健
康
保
険
福
祉
施
設
整
理
機
構
に
移

管
さ
れ
る
こ
と
な
っ
た
。
元
々
「
整
理
機
構
」
は
二
〇
〇
五
年
十
月
、
五
年
の
期
限
で
全
国
の
年

金
福
祉
施
設
等
の
整
理
・
売
却
が
目
的
で
つ
く
ら
れ
た
団
体
で
あ
る
。
こ
の
後
、
二
年
ま
で
の
間

に
、
三
島
社
会
保
険
病
院
の
処
遇
は
ど
う
な
る
の
か
、
病
院
関
係
者
に
話
を
聞
い
て
み
た
。 

 

か
た
ち
の
上
で
勝
訴
し
た

国
側
は
上
告
で
き
ず
、
一
方
、

敗
訴
し
た
市
民
団
体
側
は
上

告
し
な
い
た
め
、
名
古
屋
高

裁
判
決
は
五
月
二
日
確
定
し

た
。 
 

一
九
四
七
年
、
平
和
憲
法

が
施
行
さ
れ
て
以
降
、「
憲
法 

     

９
条
違
反
」
判
決
が
始
め
て

最
高
裁
に
順
ず
る
高
裁
判
決

と
し
て
確
定
し
た
。 

こ
れ
は
極
め
て
重
要
な
意

味
を
持
ち
、
今
後
、
こ
の
高

裁
判
断
の
基
準
は
地
裁
で
の

新
た
な
判
断
基
準
に
な
り
う

る
も
の
で
、
仮
に
、
地
裁
へ

自
衛
隊
派
兵
問
題
で
訴
訟
が 

 

 

三島社会保険病院はどうなる！ 
「公的病院施設」としての存続は？ 

       

行
な
わ
れ
た
。当
日
は
午
後
一
時

半
よ
り
、市
長
を
は
じ
め
三
島
市

の
職
員
、議
員
を
含
め
百
人
規
模

の
参
加
者
で
あ
っ
た
。 

▼
フ
ァ
ル
マ
バ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
何
で
あ
る
か
知
ら
な
か

っ
た
が
、
要
は
、
が
ん
セ
ン
タ
ー

を
中
心
に
、
産
学
官
の
連
携
で
、

富
士
山
麓
周
辺
に
先
端
健
康
産

業
を
集
積
し
、世
界
レ
ベ
ル
の
研

究
・
産
業
を
基
盤
に
地
域
活
性
化

の
一
大
拠
点
に
し
よ
う
と
い
う

も
の
。
そ
の
為
に
は
、
富
士
宮
、

富
士
か
ら
沼
津
、三
島
市
に
至
る

県
東
部
市
町
が
大
合
併
す
る
必

要
が
あ
る
と
力
説
す
る
。 

▼
講
演
会
の
テ
ー
マ
は「
フ
ァ
ル

マ
バ
レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
第
二

次
戦
略
の
現
状
と
三
島
市
へ
の

提
言
」
と
題
す
る
も
の
。
話
を
聞

い
て
い
て
、
な
る
ほ
ど
、
こ
れ
は

沼
津
市
と
の
合
併
に
躊
躇
す
る

三
島
市
に
「
カ
ッ
」
を
与
え
る
も

の
だ
と
直
感
し
た
。 

 

▼
山
口
が
ん
セ
ン
タ
ー
総
長
と

い
え
ば
、日
本
の
ガ
ン
研
究
の
大

御
所
、セ
ン
タ
ー
内
で
は
天
皇
と

呼
ば
れ
る
人
物
だ
と
の
噂
。が
ん

セ
ン
タ
ー
は
、杉
山
憲
夫
元
代
議

士
や
石
川
県
知
事
の
尽
力
？
に

よ
り
県
東
部
に
誘
致
さ
れ
た
と

聞
く
。そ
う
し
た
大
物
政
治
家
に

抜
擢
さ
れ
、普
通
の
病
院
で
は
見

ら
れ
な
い
異
例
の
「
総
長
」
と
い

う
肩
書
き
、
経
歴
を
見
て
も
、
誰

も
が
上
目
使
い
に
拝
見
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
人
物
の
よ
う
だ
。 

▼
沼
津
市
で
は
高
架
橋
建
設
に

次
ぐ
大
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し

て
国
際
会
議
も
で
き
る
大
規
模

な
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル
が

構
想
さ
れ
て
い
る
と
い
う
。も
し

か
す
る
と
こ
れ
も
一
連
の
つ
な

が
り
か
？
大
型
箱
物
建
設
と
税

金
の
乱
費
が
止
ま
な
い
県
政
こ

そ
見
直
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

の
に
、
大
構
想
を
ぶ
ち
上
げ
て
、

市
民
・
県
民
を
煽
る
政
治
は
や
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 

▼
去
る
八
月
二
八
日
、

三
島
市
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
で
、
フ
ァ
ル
マ
バ

レ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研

修
会
と
銘
打
っ
て
県
立

が
ん
セ
ン
タ
ー
総
長
、

山
口
建
氏
の
講
演
会
が
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ー
ド
ガ
ス
、
神
経
ガ
ス
等
の

化
学
兵
器
ま
で
が
使
用
さ
れ

い
る
現
状
を
指
摘
し
て
い

る
。 

 

ま
た
、
こ
の
判
決
は
「
平

和
憲
法
」
の
下
で
、
自
衛
隊

派
兵
に
よ
り
「
平
和
的
生
存

権
」
が
脅
か
さ
れ
た
こ
と
も

認
定
し
、
従
来
、
門
前
払
い

と
し
て
い
た
こ
れ
等
の
権
利

が
認
め
ら
れ
た
こ
と
も
、
画

期
的
判
決
と
い
え
る
。 

 

し
か
し
、
そ
の
一
方
で
、

政
府
関
係
者
は
「
傍
論
で
し

ょ
（
福
田
首
相
）」「
判
決
文

は
暇
が
出
来
た
ら
読
み
ま
す

（
高
村
外
相
）」
な
ど
、
判
決

を
こ
と
さ
ら
軽
視
す
る
発
言

が
続
い
て
い
る
。 

 

こ
の
判
決
で
、
派
兵
恒
久

法
制
定
の
動
き
に
歯
止
め
を

か
け
よ
う
。 

 

お
こ
さ
れ
た
場
合
、
こ
の
判

断
は
踏
襲
さ
れ
る
可
能
性
が

大
き
い
。 

 

こ
の
違
憲
判
決
が
出
た
の

は
、
イ
ラ
ク
の
現
状
が
深
刻

な
状
態
で
、
政
府
の
言
う
平

穏
で
安
全
な
地
帯
な
ど
あ
り

え
ず
、
イ
ラ
ク
全
土
が
大
変 

     

危
険
な
状
態
で
あ
り
、
一
刻

も
早
く
違
憲
判
決
を
出
さ
ね

ば
な
ら
な
い
状
況
に
差
し
迫

っ
て
い
た
か
ら
だ
。 

 

判
決
で
は
、
フ
ァ
ル
ー
ジ

ャ
で
は
米
軍
の
掃
討
作
戦

で
、
ク
ラ
ス
タ
ー
爆
弾
や
国

際
的
に
使
用
禁
止
と
な
っ
て

い
る
ナ
パ
ー
ム
弾
、
マ
ス
タ 

 

 

三
島
社
会
保
険
病
院
は
、
外

来
患
者
が
一
日
に
二
五
〇
人
か

ら 

な
っ
て
い
る
。 

条
例
案
で
は
、
主
な
も
の

は
地
方
税
法
改
正
に
伴
う

条
例
改
正
で
、
そ
の
一
つ
は

三
島
市
税
賦
課
徴
収
条
例

の
一
部
改
正
で
、
個
人
市
民

税
に
お
け
る
寄
付
金
税
制

の
拡
充
や
、
公
的
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
制
度
の
導
入

等
が
提
案
さ
れ
る
予
定
で

あ
る
。 

名
古
屋
高
裁
イ
ラ
ク
訴
訟
判
決 

          

自
衛
隊
の
派
遣
は
憲
法
違
反
！ 
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て
は
い
る
が
、
新
外
来
患
者

数
は
一
〇
六
三
八
人
で
、
前

年
よ
り
一
六
八
八
人
増
加
。 

ま
た
、
救
急
患
者
数
は
四

六
六
二
人
、
前
年
よ
り
四
百

人
程
度
減
少
し
た
た
め
、
昨

年
八
月
よ
り
救
急
医
療
体
制

の
充
実
強
化
を
図
っ
て
い

る
。 

 

平
成
十
九
年
度
、
三
島
市

で
救
急
車
搬
送
人
員
は
三
七

六
八
人
、
そ
の
内
、
市
内
の

病
院
搬
送
割
合
は
五
三
・

六
％
、
三
島
社
会
保
険
病
院

へ
の
搬
送
は
千
百
十
四
人

で
、
全
体
の
二
十
九
・
六
％

と
高
い
割
合
に
な
っ
て
い

て
、
地
域
医
療
体
制
を
支
え

る
上
で
な
く
て
は
な
ら
な
い

存
在
だ
。 

 

こ
れ
ま
で
病
院
で
は
、
経

営
努
力
に
よ
り
、 

 

十
六
年 

三
三
〇
〇
万
円 

 

十
七
年 

七
四
〇
〇
万
円 

 

十
八
年 

四
四
〇
〇
万
円 

 

十
九
年 

二
八
〇
〇
万
円 

平
成
十
六
年
度
よ
り
四
年

間
、
毎
年
黒
字
を
計
上
し
て

い
る
。 

移
転
・
新
築
、
病
院
機
能

拡
充
等
に
伴
う
累
積
赤
字
は

十
八
億
円
あ
る
が
、
経
営
改

善
に
よ
り
着
実
に
成
果
が
上

が
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
平
成
十
八
年
度
決

算
で
は
、
全
国
五
十
七
の
厚

生
年
金
病
院
、
社
会
保
険
病

院
の
約
半
数
が
赤
字
の
中
、

三
島
病
院
は
、
累
積
赤
字
は

あ
る
も
の
の
単
年
度
決
算
と

し
て
は
黒
字
会
計
で
、
二
〇

位
と
な
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
病
院
は
、
静
岡
県
の

災
害
拠
点
病
院
や
難
病
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
参
加
病
院
及
び
臓

器
移
植
推
進
協
力
病
院
に
も

指
定
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
、

新
た
に
地
域
肝
疾
患
連
携
拠

点
病
院
へ
の
指
定
も
受
け
て

い
る
。 

 

今
年
、
一
〇
月
、「
整
理
機

構
」
に
移
さ
れ
た
後
、
病
院

の
処
遇
は
ど
う
な
る
の
か
？ 

病
院
関
係
者
の
話
で
は
、
現

状
の
経
営
状
態
で
い
け
ば
、

市
民
に
適
切
な
医
療
を
提
供

で
き
る
が
、
今
は
、
私
た
ち

は
「
ま
な
板
の
鯉
」
と
い
う
。 

三
島
市
の
受
け
止
め
方

は
、市
長
の
議
会
答
弁
で
も
、

こ
れ
ま
で
の
陳
情
に
よ
り

「
国
は
、
病
院
の
経
営
改
善

状
況
や
地
域
医
療
に
お
け
る

重
要
性
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な

観
点
か
ら
審
議
を
重
ね
て
お

り
、
社
会
保
険
病
院
を
公
益

性
の
高
い
医
療
機
関
と
し
て

存
続
さ
せ
る
方
向
で
は
」
と

の
考
え
だ
。 

し
か
し
、
国
の
厳
し
い
財

政
事
情
の
中
、
厚
生
年
金
病

院
や
社
会
保
険
病
院
の
整

理
・
売
却
の
圧
力
は
消
え
て

お
ら
ず
、
社
会
保
険
病
院
を

整
理
機
構
に
移
管
し
た
後
に

グ
ル
ー
プ
化
し
、
一
括
購
入

の
相
手
先
を
探
す
案
な
ど
が

あ
る
と
い
う
。 

全
国
健
康
保
険
協
会
へ
移

管
し
、
公
的
病
院
と
し
て
の

継
続
を
求
め
る
声
も
あ
る

が
、
一
方
、
民
間
大
手
医
療

法
人
へ
の
売
却
の
心
配
も
残

る
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
地
域

住
民
、
患
者
、
医
療
従
事
者

の
不
安
は
さ
ら
に
増
大
す
る

ば
か
り
だ
。 

軽食＆喫茶（11:30～14:30） 

スナック（１8:00～23:00） 

レインボー 
三島田町駅前 

（昼）定食８００円、珈琲付き 
    レインボーカレー７００円 

焼きそば５００円 
トースト・サラダ・珈琲６００円 

電話：055-972-0005 

ら
三
五
〇
人
、
入
院
患
者
は

一
五
〇
人
前
後
。
三
島
市
や 

周
辺
の
市
町
に
と
っ
て
中
核

病
院
と
し
て
の
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
同
病
院
に
は
救
急 

財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く
、

平
成
十
九
年
度
財
政
健
全

判
断
比
率
、
資
金
不
足
比
率

の
報
告
が
予
定
さ
れ
て
い

る
。 決

算
認
定
で
は
一
般
会
計

で
歳
入
が
歳
出
を
約
二
・
二

億
円
上
回
り
黒
字
決
算
。
各

特
別
会
計
で
も
小
額
な
が

ら
歳
入
が
歳
出
を
上
回
る

黒
字
決
算
と
な
っ
て
い
る
。 

 

フリー・マーケット 
毎月 第１、第３土曜日 
１０：００～１５：００頃まで 
新鮮野菜、干物、 
衣類･･･ｅｔｃ 
低価格で提供、 
価格応談 

徳倉２丁目２－３０ 
連絡先：９８８－１６５１ 

上岩崎公園 
駐車場 

フリーマー 
ケット会場 

三
島
市
九
月
議
会 

    

九
日
～
三
〇
日
ま
で
、
一
般
質
問
は
二
十
二
日
か
ら 

―
情
報
発
信
― 

市
民
ホ
ー
タ
ル
サ
イ
トの
開
設 

  

三
島
市
情
報
シ
ス
テ
ム

課
で
は
、
市
民
の
為
の
情
報

広
場
と
し
て
、「
三
島
市
民

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
」
の
開
設

を
計
画
し
て
い
る
。
こ
れ

は
、
市
民
と
協
働
で
、
三
島

市
の
情
報
を
全
国
に
発
信

で
き
る
情
報
の
広
場
を
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
と
し
て
開
設
す
る

も
の
で
あ
る
。
市
内
で
活
動

す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体

や
市
民
団
体
が
登
録
す
れ

ば
無
料
で
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

等
が
開
設
で
き
る
も
の
で
、

こ
の
サ
イ
ト
で
は
、
団
体
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
電
子
ち
ら

し
、
活
動
日
記
等
が
掲
載
で

き
る
と
の
こ
と
。
市
で
は
こ

の
事
業
を
「
ｅ
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業
」

と
し
て
実
施
す
る
。
開
設
は

十
一
月
か
ら
。 

 

九
月
二
日
、
議
会
運
営
委

員
会
が
開
か
れ
、
九
日
か
ら

始
ま
る
九
月
議
会
の
提
出

議
案
の
概
要
説
明
が
あ
っ

た
。 本

議
会
で
の
議
案
は
、
十

九
年
度
決
算
認
定
一
〇

件
、、
補
正
予
算
案
七
件
、

条
例
案
一
〇
件
、
市
道
廃
止

と
認
定
及
び
教
育
委
員
任

命
。
そ
の
他
、
市
当
局
よ
り 

補
正
予
算
で
は
、
一
般
会 

計
で
人
件
費
が
約
二
億
五

千
万
円
の
大
幅
減
と
な
る

一
方
、
税
収
還
付
金
で
九
千

万
円
、
小
中
学
校
の
耐
震
補

強
で
八
千
百
三
万
円
、
三
島

駅
徳
倉
線
道
路
改
良
事
業

で
六
千
五
百
万
円
、
市
道
修

繕
費
で
三
千
万
、
自
主
防
災

補
助
で
一
千
三
万
円
、
予
備

費
で
約
六
千
万
円
の
補
正
と 

 

三島社会保険病院全景 

患
者
や
手
術
直

後
の
重
篤
患
者

を
二
四
時
間
モ

ニ
タ
リ
ン
グ

し
、
常
時
監
視

で
き
る
集
中
治

療
室
等
を
備
え

て
お
り
、
地
域

に
お
け
る
高
度

医
療
施
設
、
救

急
病
院
と
し
て

の
使
命
も
大
き

い
。 

 

ま
た
、
三
島

市
医
師
会
所
属

の
「
か
か
り
つ

け 

け
医
」
と
の
協
力
・
連
携
の

下
に
「
共
同
診
療
体
性
」
を

と
っ
て
お
り
、
市
内
の
二
次

救
急
の
待
機
日
の
八
〇
％
を

受
け
持
っ
て
い
る
。 

診
療
実
績
と
し
て
、
平
成

十
八
年
度
の
入
院
患
者
延
べ

数
は
四
八
三
一
五
人
、
前
年

と
比
べ
二
五
〇
〇
人
減
少
し 

 


